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県内路線バス5社連携による
デジタル利活用やオープンマインドの取組

共同経営推進室



共同経営推進室について
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上写真：共同経営の方向で合意した熊本のバス会
社社長と熊本市長ら（2020年1月27日、熊本市役
所）
日本経済新聞より

熊本の公共交通ネットワークにおいてバス交通が担うべき役割（＝あるべきバス路線網）を将
来にわたり維持し、かつその利便性・生産性を最大限向上させるため、会社間の垣根を越えて
路線再編等の取組を実施するため、2020年4月より「共同経営準備室」を設置し、2021年3月
より「共同経営推進室に移行」

左図：共同経営準推進室組織について
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2022年の4月1日に共通定期を導入しました！

ご利用お待ちしております！



バス事業者のDXの取組について

デジタルサービスの導入

オープンな
情報発信とイノベーション

データ活用組織
への変革

高度化

デジタルによる、組織風土変容 バス事業者DX



デジタルサービスの導入
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経路検索
• 主要公共交通はGoogleや各乗換検索に対応
• Googleはバスの遅延をリアルタイム表示
• 多言語案内にも対応

バスロケーションシステム
• スマホでどこでも見られる
• サイネージやスマートバス停も設置

GPS

国際標準形式
(GTFS Realtime)

オープンデータ

裏側のシステム
とデータは共通

バス停名は英語

路線名は日本語

熊本城→福岡空港の
検索（フランス語）

英数

利用者30％
の方が利用



オープンな情報発信とイノベーション
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データ公表（共同経営推進室HP）
• 2020年から取り組み開始
• 公共交通への県民への理解や公共交通にもっとご利用して
いただくきっかけづくり



オープンな情報発信とイノベーション
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温泉マップ 「ゆる～と」

サイネージ 「その看板」

GTFSオープンデータ
11月に世界標準形式でバス4社の
リアルタイム情報が無償公開された。
九州内では佐賀に続き2県目。

個人開発で話題の温泉マップにバス情報も掲載
→観光客のバスの潜在需要に期待

技術者2人が岡山で開発するサイネージを使い
東京大学とTraffic Brain社の研究として試作中
→今年度内の設置を検討中

県内外、個人も巻き込んだオープンイノベーションが進行中

ミニサイネージ

約7,000いいね
約1,600RT



データ活用の組織変革への取組
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ICカード ▶ バス運行効率化 バスロケ ▶ 遅延改善

人流 ▶ 無料の日の回遊
Yahoo!データでバス電車無料日を分析

来年1月に100円の日を予定

サクラマチから
下通・鶴屋へ回遊

市街地に終日
1.3～2.0倍の滞在者数

見える化ツールとして
Tableau(分析ツール)を導入

◀カスタマイズ可能なピボットグラフ

▼コロナ禍で混雑を抑えつつコスト削減

Traffic Brain社と協力して遅延改善を計画中
同社システムを使って岡山では遅延半減

サクラマチ開業時に実施したバス電車無料日を分析

今年は９月17日に
子ども無料大人100円の日を実施します！

サクラマチ 25万人来場！
公共交通利用者2.5倍
渋滞の15.6％減少
経済効果約5.0億円


